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【胃がん】【７ 集計結果】 

前述の各市町村における胃がん検診の事業評価のためのチェックリスト（市町村記入用）の

【１】～【６】までの項目に対し、はいの回答数を集計結果として図 13 として掲載する。 

 

 

＜評価段階の設定基準について＞                表 1 評価基準    

◆図 1３の市町村記入用チェックリスト集計結果にて、 

評価項目数を４分割し、最良のものから ABCD と設定。 

 未提出・未記入については Eと設定した５段階の評価とする。 

 

※ チェック項目については、国立がん研究センターホームページ参照 

 

 

表 2 胃がん検診の事業評価のためのチェックリスト 

（市町村記入用）の集計結果 
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項目数

37

胃がん検診チェックリスト把握項目数

検診機関の委託 精密検査結果の把握 精検受診の把握と勧奨 要精検率の把握 受診者の情報管理 検診対象者 平均

府平均 35.0 

市町村名 今回評価 市町村名 今回評価 市町村名 今回評価

四條畷市 A 千早赤阪村 B 柏原市 B

岸和田市 A 羽曳野市 B 箕面市 B
藤井寺市 A 太子町 B 門真市 B
八尾市 A 河南町 B 泉大津市 B
和泉市 A 泉佐野市 B 大阪市 B
熊取町 A 富田林市 B 泉南市 B
堺市 A 枚方市 B 田尻町 B
松原市 B 岬町 B 忠岡町 B
茨木市 B 豊中市 B 河内長野市 C
貝塚市 B 交野市 B 大東市 C
阪南市 B 高槻市 B 摂津市 C
高石市 B 池田市 B 能勢町 C
東大阪市 B 寝屋川市 B 豊能町 D
大阪狭山市 B 守口市 B
島本町 B 吹田市 B

評価段階 評価方法 

（いいえの数） 

A ない 

B １～４項目 

C ５～８項目 

D ９項目以上 

E 未提出・未記入 

図 13 

胃がん検診抜粋版（ア）

http://ganjoho.jp/data/professional/pre_scr/screening/1isaao000000482n-att/stomach01.pdf
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項目数

38

大腸がん検診チェックリスト把握項目数

検診機関の委託 精密検査結果の把握 精検受診の把握と勧奨 要精検率の把握

受診者の情報管理 検診方法 検診対象者 平均

府平均 35.6

【大腸がん】【８ 集計結果】 

前述の各市町村における大腸がん検診の事業評価のためのチェックリスト（市町村記入用）の

【１】～【７】までの項目に対し、はいの回答数を集計結果として図 14 として掲載する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜評価段階の設定基準について＞                 表１ 評価基準 

◆図 14 の市町村記入用チェックリスト集計結果にて、評価項目

数を４分割し、最良のものから ABCD と設定。 

 未提出・未記入については Eと設定した５段階の評価とする。 

 

※ チェック項目については、国立がん研究センターホームページ参照 

 

表２ 大腸がん検診の事業評価のためのチェックリスト 

（市町村記入用）の集計結果 

市町村名 今回評価 市町村名 今回評価 市町村名 今回評価

四條畷市 A 和泉市 B 泉大津市 B

岸和田市 A 枚方市 B 池田市 B
熊取町 A 島本町 B 忠岡町 B
藤井寺市 A 太子町 B 箕面市 B
阪南市 B 交野市 B 大阪市 B
高石市 B 豊中市 B 田尻町 B
松原市 B 羽曳野市 B 堺市 C

大阪狭山市 B 富田林市 B 摂津市 C
千早赤阪村 B 泉佐野市 B 能勢町 C
河南町 B 茨木市 B 泉南市 C
岬町 B 貝塚市 B 大東市 C
八尾市 B 守口市 B 豊能町 D
寝屋川市 B 柏原市 B 河内長野市 D
東大阪市 B 吹田市 B
高槻市 B 門真市 B

評価段階 評価方法 

（いいえの数） 

A ない 

B １～４項目 

C ５～８項目 

D ９項目以上 

E 未提出・未記入 

図 14 

大腸がん検診抜粋版（イ）

http://ganjoho.jp/data/professional/pre_scr/screening/1isaao000000482n-att/colon01.pdf
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項目数

子宮がん検診チェックリスト表集計（把握項目数）

検診機関の委託 精密検査結果の把握 精検受診の有無の把握と受診勧奨

要精検率の把握 受診者の情報管理 検診対象者

府平均

府平均 37.8

【子宮がん】【７ 集計結果】 

前述の各市町村における子宮頸がん検診の事業評価のためのチェックリスト（市町村記入用） 

の【１】～【６】までの項目に対し、はいの回答数を集計結果として図 13 として掲載する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜評価段階の設定基準について＞                 表１ 評価基準 

◆図 13 の市町村記入用チェックリスト集計結果にて、評価項目

数を４分割し、最良のものから ABCD と設定。 

 未提出・未記入については Eと設定した５段階の評価とする。 

 

※ チェック項目については、国立がん研究センターホームページ参照 

 

表 2 子宮がん検診の事業評価のためのチェックリスト 

（市町村記入用）の集計結果 

 

 

市町村名 今回評価 市町村名 今回評価 市町村名 今回評価

四條畷市 A 松原市 B 箕面市 B

茨木市 A 千早赤阪村 B 門真市 B
藤井寺市 A 高槻市 B 泉大津市 B
八尾市 A 泉佐野市 B 大阪市 B
和泉市 A 河南町 B 忠岡町 B
岸和田市 A 太子町 B 泉南市 B
羽曳野市 A 枚方市 B 摂津市 C
熊取町 A 交野市 B 河内長野市 C
寝屋川市 B 池田市 B 能勢町 C
貝塚市 B 守口市 B 堺市 C
高石市 B 岬町 B 豊能町 C
阪南市 B 柏原市 B 大東市 C
東大阪市 B 島本町 B 田尻町 D
大阪狭山市 B 豊中市 B
富田林市 B 吹田市 B

評価段階 評価方法 

（いいえの数） 

A ない 

B １～４項目 

C ５～８項目 

D ９項目以上 

E 未提出・未記入 

図 13 

子宮がん検診抜粋版（ウ） 

http://ganjoho.jp/data/professional/pre_scr/screening/1isaao000000482n-att/cervix_uteri01.pdf
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乳がん検診チェックリスト把握項目数

検診機関の委託 精密検査結果の把握 精検受診の把握と勧奨

要精検率の把握 受診者の情報管理 検診対象者

平均

府平均37.9

乳がん

【乳がん】【７ 集計結果】 

前述の各市町村における乳がん検診の事業評価のためのチェックリスト（市町村記入用）の 

【１】～【６】までの項目に対し、はいの回答数を集計結果として図 13 として掲載する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜評価段階の設定基準について＞                   表１ 評価基準 

◆図 13 の市町村記入用チェックリスト集計結果にて、評価項目数

を４分割し、最良のものから ABCD と設定。 

 未提出・未記入については Eと設定した５段階の評価とする。 

 
※ チェック項目については、国立がん研究センターホームページ参照 

 

表２ 乳がん検診の事業評価のためのチェックリスト 

（市町村記入用）の集計結果 

 

 

 

市町村名 今回評価 市町村名 今回評価 市町村名 今回評価

寝屋川市 A 千早赤阪村 B 箕面市 B

四條畷市 A 富田林市 B 門真市 B
岸和田市 A 高槻市 B 泉大津市 B
茨木市 A 和泉市 B 忠岡町 B
藤井寺市 A 泉佐野市 B 大阪市 B
熊取町 A 太子町 B 田尻町 B
羽曳野市 A 枚方市 B 摂津市 C
八尾市 A 河南町 B 大東市 C
豊中市 A 島本町 B 堺市 C
松原市 B 交野市 B 豊能町 C
貝塚市 B 守口市 B 能勢町 C
阪南市 B 岬町 B 河内長野市 D

大阪狭山市 B 柏原市 B 泉南市 D
高石市 B 池田市 B
東大阪市 B 吹田市 B

評 価 段

階 

評価方法 

（いいえの数） 

A ない 

B １～４項目 

C ５～８項目 

D ９項目以上 

E 未提出・未記入 

図 13 

乳がん検診抜粋版（エ）

http://ganjoho.jp/data/professional/pre_scr/screening/1isaao000000482n-att/breast01.pdf


【肺がん】【７ 集計結果】 

前述の各市町村における肺がん検診の事業評価のためのチェックリスト（市町村記入用）の

【１】～【６】までの項目に対し、はいの回答数を集計結果として図 13 として掲載する。 

 

＜評価段階の設定基準について＞                 表１ 評価基準 

◆図 13 の市町村記入用チェックリスト集計結果にて、評価項目

数を４分割し、最良のものから ABCD と設定。 

 未提出・未記入については Eと設定した５段階の評価とする。 

 

※ チェック項目については、国立がん研究センターホームページ参照 

 

表２ 肺がん検診の事業評価のためのチェックリスト 

（市町村記入用）の集計結果 
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項目数

36

肺がん検診チェックリスト把握項目数

検診機関の委託 精密検査結果の把握 精検受診の有無の把握と受診勧奨

要精検率の把握 受診者の情報管理 検診対象者

平均

府平均

34.0

市町村名 今回評価 市町村名 今回評価 市町村名 今回評価

四條畷市 A 高槻市 B 箕面市 B

岸和田市 A 東大阪市 B 吹田市 B
熊取町 A 枚方市 B 門真市 B
藤井寺市 A 島本町 B 泉大津市 B
八尾市 A 千早赤阪村 B 泉南市 B
和泉市 A 太子町 B 大阪市 B
堺市 A 泉佐野市 B 忠岡町 B
豊中市 A 富田林市 B 田尻町 B
茨木市 B 交野市 B 大東市 C
貝塚市 B 羽曳野市 B 河内長野市 C
高石市 B 池田市 B 豊能町 C
阪南市 B 寝屋川市 B 摂津市 D

大阪狭山市 B 守口市 B 能勢町 D
松原市 B 岬町 B
河南町 B 柏原市 B

評価段階 評価方法 

（いいえの数） 

A ない 

B １～４項目 

C ５～８項目 

D ９項目以上 

E 未提出・未記入 

図 13 

肺がん検診抜粋版（オ）

http://ganjoho.jp/data/professional/pre_scr/screening/1isaao000000482n-att/lung01.pdf
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